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事 業 概 要
日本・韓国青年親善交流事業

Ⅰ　事業の経緯
　日韓国交正常化20周年に当たる1985年、総務庁は、同
年１月に出航した第18回「青年の船」の帰路、初めて韓国
に寄港し、韓国青年10名を他の諸国の青年と共に我が国
に招へいすることとした。
　韓国政府は、この招へい計画に呼応して、1984年11月、
我が国の青年15名の招へいを申し入れ、総務庁は、同年
12月、９日間にわたって総勢15名の日本青年大韓民国派
遣団を派遣した。さらに、1985年には、海外青年受入事業
の一環として、同年７月から８月にかけて16日間にわたり、
韓国青年10名を招へいし、その間、国際青年年を記念して
開催した「国際青年の村」に参加させた。
　1986年には、韓国政府から新たに、「韓・日青少年交流」
事業を開始したいとの申入れがあり、総務庁は、韓国政府
の招請に基づき、同年９月中旬から10月上旬までの約３
週間にわたって、20名からなる日本青年韓国派遣団を派
遣した。また、韓国青年招へいのための経費を新規に予算
計上し、「外国青年招へい事業」の一環として、同年７月か
ら８月にかけて16日間にわたり、10名の韓国青年を招へ
いし、第２回の「国際青年の村」へも参加させた。そのほか、
1987年１月に実施した第20回「青年の船」の出航前に、
20名の韓国青年を我が国に招へいし、「青年の船」の帰路
に参加させた。
　以上のような経緯の下に、1987年度、前年度の韓国青
年招へいの予算を組み替えて、新たに日本・韓国青年親善

交流事業として、30名の韓国青年招へいのための経費を
計上した。これにより、初めて、日韓両国政府間の互恵的な
青年交流事業の基盤ができたといえる。

Ⅱ　2024年度
       日本・韓国青年親善交流事業

１　日本青年韓国派遣
（１）参加青年の募集・選考・決定及び派遣団の結成

　参加青年は、内閣府のホームページ等を通じて募集を
行い、書類選考の後、ウェブテスト及びオンライン面接試験
を実施し、20名を決定した。また、参加青年の選考と並行し
て、団長（内閣府）を任命するとともに、副団長と渉外をそれ
ぞれ委嘱した。
　これら団長１名、副団長２名、渉外２名及び参加青年
20名の合計25名により、日本青年韓国派遣団が結成され
た。

（２）事前研修

　日本青年韓国派遣団は、８月14日から17日までの４日
間、東京都渋谷区の国立オリンピック記念青少年総合セン
ター（以下「国立青少年センター」という）において、合宿に
よる事前研修に参加した。その後、８月24日と10月19日に
は、オンラインによる事前研修にも参加した。
　これらの研修は、本事業の趣旨及び目的を十分に理解
し、参加青年としての心構えを養うとともに、韓国の諸事情
等についての認識と理解を深めることを目的として実施さ
れた。在京韓国大使館韓国文化院訪問を始め、韓国事情、
ディスカッション等についての講義や、過去に本事業に参
加した既参加青年との意見交換会に加え、団の目標決定
や役割分担、派遣国での日本文化紹介の検討等を行う団
研修も行われた。
　事前研修終了後、参加青年は出発までの約３か月の自
主研修期間中、韓国での活動の準備に励んだ。
　※研修内容については「第３章第１節　日本参加青年
　　の研修」参照。

（３）出発前研修及び壮行会

　日本青年韓国派遣団は、11月20日及び21日、国立青少
年センターにおいて、出発前研修に参加した。
　この研修は、韓国における活動のための最終的な準備、

はじめに
　内閣府は、日本と諸外国の青年の交流により青年相互
の友好と理解を促進するとともに、青年の国際的視野を広
げ、次代を担うにふさわしい国際性を備えた健全な青年を
育成することを目的として各種の青年国際交流事業を実
施している。
　日本・韓国青年親善交流事業は、 1984年の日韓両国首
脳会談における共同声明の趣旨と1985年の日韓国交正
常化20周年を踏まえ、1987年から日本と韓国両国政府が
共同して実施しており、2024年度は35回目に当たる。本事
業は、日本及び韓国の青年が相互に相手国の各地を訪問
し、青年との交流、産業・文化・教育施設訪問等、各種の活
動を行うことにより、両国青年相互の友好と理解の促進を
図ることを目的としており、これまでに日韓合わせて2,000
人を超える青年が参加している。



第 1章　事業概要

13

確認等を目的として実施された。11月21日には壮行会が
開催され、参加青年は、由布和嘉子内閣府青年国際交流
担当室長から激励を受け、翌22日、韓国に向けて旅立っ
た。
　※韓国における活動等については「第３章第２節　派
　　遣国活動」参照。

（４）帰国後研修

　日本青年韓国派遣団は帰国後、12月１日及び２日、都
市センターホテルにおいて、帰国後研修に参加した。
　この研修は、事業で得た成果を取りまとめ、参加青年の
事業終了後の諸活動（以下「事後活動」という）への移行を
円滑なものとすることを目的として実施された。11月２日に
は、各自が本事業を振り返るための評価会が開催され、引
き続き行われた成果発表では韓国で得た成果・体験を発
表し、中田昌和内閣府青年国際交流担当室国際調整官よ
り講評を受けた。

（５）事業報告会

　日本青年韓国派遣団は2025年２月16日、オンライン形
式で事業報告会を行った。この報告会は、参加青年が、事
業に参加して得た知識や経験等について、国際交流に関
心がある一般の青少年等に向けて報告を行うとともに、国
際交流の在り方や国際社会における青少年の役割等につ
いて、一般の青少年等と意見交換することで青少年の国際
交流などに関する理解を深めることを目的として実施され
た。
　報告会実施に当たっては参加青年有志からなる実行委
員会を組織し、実行委員４名が中心となってプログラムの
企画を始め、広報活動等を行った。
　報告会では、参加青年による事業報告やパネルディ
スカッション、内閣府青年国際交流事業の概要説明等を
行った。

（６）事後活動と日本青年国際交流機構（IYEO）

　これまで本事業により韓国へ派遣された青年は全国各
地に在住しており、各自の所属する地域や職場等におい
て、事業で得た知識や体験をいかして活躍している。また、
本事業を始め、内閣府が実施するすべての青年国際交流
事業参加者による事後活動組織である「日本青年国際交
流機構」（International Youth Exchange Organization 
of Japan、IYEO）に所属し、その活動の幅を広げている。
　IYEOの主な活動は、国際交流事業における外国青年の
受入れ、ホームステイの引受け、国・地方公共団体等の青
年国際交流事業あるいは青少年健全育成関係事業への協

力、海外広報の普及、研究協議会の開催等多岐にわたり、会
員数は約10,000名に及んでいる（2025年２月時点）。
　本年度の日本参加青年は、今後、IYEOでの活動を含め、
積極的に事後活動を行うことが期待される。

２　韓国青年日本招へい
　2024年11月１日から９日までの９日間、韓国青年代表
団を我が国に招へいした。
　一行は、韓国青少年活動振興院政策企画理事のキム・
ギョンファン団長を始め、副団長、通訳及び団員の合計25
名であった。
　一行は、由布和嘉子内閣府青年国際交流担当室長への
表敬訪問を行うとともに、「日韓青年親善交流のつどい」（日
韓青年による合宿型ディスカッション）を行った。また、広島
県及び徳島県を訪問し、地元青年との交流や、産業・文化・
教育等の施設見学、ホームステイ等の各種活動を行った
後、11月９日に帰国の途に就いた。
　※日本国内における活動等については「第４章　韓国
　　青年日本招へい」参照。
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事 業 評 価
2024年度　日本・韓国青年親善交流事業

Ⅱ　評価結果概要

１. 事業目的の達成度

　①日本と韓国の相互理解の促進

〈日本青年〉
　「この事業を通じて、あなたと韓国の人々との相互
理解が深まったと思いますか［1-(7)］」との問いに対
して、日本青年は85％が５段階評価の４（深まったと
思う以上を付け、高い評価であった。
　日本青年からは「韓国青年が日本人である自分たち
に対して敬意を払っていることを感じ、自分も韓国の
ことをより理解するために、積極的に交流することが
できた」「ディスカッションを通じて身近な問題から
互いの違いとどうやって向き合っていくかを考える機
会になった」等の感想があった。

〈韓国青年〉
　「この事業を通じて、あなたと日本の人々との相互
理解が深まったと思いますか[1-(6)]」との問いに対し
て、韓国青年は95％以上が５段階評価の４（深まった
と思う）以上を付け、極めて高い評価であった。
　韓国青年からは「ディスカッションやたくさんの交
流を通じて、互いの思いや考えを共有することができ
た」「旅行ではこれほど多くの日本人と話すことはで
きないため理解を深める時間が足りなったが、今回、
普段できないような経験を通じて互いを理解し合える
時間を持つことができた」等の感想があった。

　②日本と韓国の友好の促進

〈日本青年〉
　「この事業を通じて、あなたと韓国の人々との友好
が深まったと思いますか[1-(8)]」との問いに対して、日
本青年は全員が５段階評価の４（深まったと思う）以
上を付け、極めて高い評価であった。
　日本青年からは「友好は非常に深まったが、一方で
この短い期間に得た出会いをいかに続けていくことが
できるかが肝心だと感じている」「今回知り合った韓
国の友人と連絡を取り続ける関係を築けた」等の感想
があった。

〈韓国青年〉
　「この事業を通じて、あなたと日本の人々との友好
が深まったと思いますか[1-(7)]」との問いに対して、韓
国青年は全員が５段階評価の４（深まったと思う）以
上を付け、極めて高い評価であった。
　韓国青年からは「国籍は違えど共通の関心事を持
つ、気の合う友人を作ることができた」「日本青年や
ホストファミリーとの交流の中で、韓国青年代表団と
してではなく、個人として交流する過程で、日本人全
体に対する友好的な認識が生まれた」等の感想があっ
た。

Ⅰ　趣旨

　本年度事業の成果を測るため、事業終了時に韓国に
派遣された日本青年（20名）及び日本に招へいした韓
国青年（22名）全員を対象としてアンケート評価を
行った。
　アンケート評価の数値基準は、５段階評価（評価の

高い方から５～１）を基本とした。

※参加青年に対して行った５段階評価のアンケートの
　詳細については「第４章　資料編」参照。
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2 . 日本青年の成果

　①事業に参加して得られた成長等

　「12項目に関し、この事業全体を通じて得られた自
らの成長等について、以下の５～１のうち、該当する
と思われる数字を選んでください（複数回答可）[1-
(4)]」の問いに対して、日本青年の90％が「国内外の友
人・ネットワークづくり」に、70%が「主体性・積極
性・チャレンジ精神」に５段階評価の５（大きな効果
があった）を付けた。また、「韓国と韓国の文化につ
いての知識・理解」には、全員が５段階評価の４（効
果があった）以上を付けた。

　②事業参加が将来に役立つと思うか

　「この事業は、あなたの将来に役立つと思いますか

[1-(10)-1]」との問いに対して、日本青年は全員が５段
階評価の４（役立つと思う）以上を付け、極めて高い
評価であった。また、そのうち75％が５（とても役立
つと思う）であった。
　「どのように役立つと考えるか、該当する項目を全
て選んでください（複数回答可）[1-(10)-2]の問いに対
して、日本青年の85%が「自分の国際的視野が広がっ
たことにより、理解力の向上につながる」を選択し
た。また、80%が「自分の人格形成に対して良い影響
を与える」を選択した。

　これらの評価から、日本青年は、本事業が韓国や韓
国文化に対する理解を促進するだけでなく、積極的な
コミュニケーション能力が求められる交流プログラム
や協調性が養われる集団生活等を通じて、人としての
成長にも寄与するものとなったと捉えていることが分
かる。

₃.  韓国青年の成果

　①日本に対する印象の変化

　「この事業に参加して日本に対する印象は変わりま
したか[3-(1)]」の問いに対して、韓国青年は95％が５
段階評価の４（良くなった）以上を付け、極めて高い
評価であったことから、本事業を通じて日本に対して
好意的なイメージを持ったことが分かる。

　②事業に参加して得た成果

　「この事業からどのような成果を得ましたか（複数
回答可）[1-(4)]」の問いに対して、韓国青年の82％が
「日本の社会事情や日本の文化について理解を深める
ことができた」を選択した。また、73％が「人脈を拡
大したり、多くの友人を得たりすることができた」を
選択している。

　③事業参加が将来に役立つと思うか

　「この事業は、あなたの将来に役立つと思いますか
[1-(8)]」の問いに対して、韓国青年は全員が５段階評価
の４（役立つと思う）以上を付け、極めて高い評価で
あった。また、そのうち73％が５（とても役立つと思
う）であった。

　これらの評価からも、本事業が日本に対する理解の
促進を図るだけでなく、交流プログラム等を通じて多
くの友人を作ることができるプログラムであり、韓国
青年はそれを成果として捉えていることが分かる。ま
た、個人の将来にも良い影響を与えると受け止めてい
ることも分かる。
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1. 全体評価

（1）あなたは、なぜこの事業に参加したのですか。
　　（複数回答可）

（2）�事業全体をどのように総合評価しますか。

・新しいことに挑戦する大切さを学べたため。
・旅行で訪れることのない機関を訪問でき、かつ想像よ
　りも多くの人とコミュニケーションを取ることができ
　たため。
・第一に、日本参加青年との出会いが私にとっては大き
　な意味を持つものであった。興味関心こそ違えど、日
　韓関係の未来という共通の目標に向かう過程において
　学ぶことがたくさんあった。また、韓国青年との出会
　いも素敵なもので未来にも続いていくであろう関係を
　この派遣期間中に築くことができた。

（3）�この事業に参加するにあたって、あなたの目標は何
でしたか。また、それは達成できましたか。

・�韓国の文化を理解し、それを踏まえて日本への理解を
深めること。
・今後も連絡を取り続けられるような韓国人の友人を作 
　ること。自分自身が積極的になること。
・韓国に関するインターネット上の報道内容と、身の回
　りの韓国のコンテンツや周囲の韓国に対する認識に乖
　離があると感じていることから、韓国のコンテンツ、
　教育、国際政治等を総合的に俯瞰すること。

（4）�以下の①～⑫に掲げる項目に関し、この事業全体を
通じて得られた自らの成長について、以下の５～１の
うち、該当すると思われる数字を○で囲んでくださ
い。

5：大きな効果があった　  4：効果があった  　3：どちらでもない
2：あまり効果がなかった　1：効果がなかった

大 変 良 か っ た
良 か っ た
どちらでもない
悪 か っ た
とても悪かった

5
4
3
2
1

                  　　13名
　　　 　7名
 0名
 0名
 0名
　　　　5　　　10　　　15　　　20　　　25　　　30　名 日本と韓国の文化に

ついての知識・理解

コミュニケーション力

リーダーシップ

問題解決力（目前の課題を解
決するために創意工夫する力）

異文化への対応力

主体性・積極性・
チャレンジ精神

集団生活への適応力
（協調性・柔軟性等）

日本人としての
アイデンティティー・誇り

責任感・使命感

自己管理力

ディスカッション力

国内外の友人・
ネットワークづくり

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫  

　 　 1 　 　 　 　 2 　 　 　 　 3 　 　 　 　 4 　 　 　 　 5

　　　　　　　　　　　　　　　　 4.4

　　　　　　　　　　　　　　　　 4.5

　　　　　　　　　　　　　   3.9

　　　　　　　　　　　　　　   4.2

　　　　　　　　　　　　　　　　  4.6

　　　　　　　　　　　　　　        4.6

　　　　　　　　　　　　　　　　 4.5

　　　　　　　　　　　　　　 4.0

　　　　　　　　　　　　　　　   4.4

　　　　　　　　　　　　　　　    4.5

　　　　　　　　　　　　　　      4.4

　　　　　　　　　　　　　　　　      4.9

アンケート対象者：団長、副団長、渉外を除く参加青年20名
※記述式回答は一部抜粋

①韓国の人々に
　日本を伝えるため
②韓国の社会事情、文化等
　に関心があるため
③日本での人脈を拡大したり、
　友人をつくったりするため
④韓国の人たちと人脈を築い
　たり、友人となったりするため
⑤国際交流事業に
　興味を抱いたため
⑥既参加青年に薦められ
　たため
⑦職場、学校、青少年団体等
　に薦められたため

⑧自己啓発のため

⑨仕事上のキャリアを積む、
　若しくは地位を築くため
⑩韓国政府や公的機関を
　訪問できるため

⑪その他　

　　　　　8名

    　　　　　　　　　18名

     　　　　　　 14名

　　　　　　　　　　 18名

　　　　　　　　　 16名

　　　 5名

　　  4名

　          7名

 　　 4名

　　　　　　10名

　 2名
　　　　5　　　10　　  15　　　20　　　25　　　30　名

達 成 で き た
どちらでもない
あまり達成できなかった
まったく成果を得られなかった

5
4
3
2
1

   　　　6名
　　　　　　　 12名
   1名
   1名
 0名
　　　　5　　　10　　　15　　　20　　　25　　　30　名

目標を超えて大きな成果
を得ることができた

※数値は参加青年20名の平均

Ⅲ　評価結果概要
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（5）�上記（4）に掲げたもの以外で、事業参加によって具体
的に得られたものがあれば記入してください。

・�向上心。
・自己理解。
・年齢・性別に関係ない関係性の構築力。

（6）�あなたはこの事業への参加を通じて、人生、社会な
どについての考え方が変わったと思いますか。

・�これからの進路についてさらに韓国とのつながりを意
識したものにしたいと強く感じたため。
・自分より様々な経験を積んで参加していた両国の青年 
　の話を聞いて、人生を長い目でみたときに学業で専門
　性をより高めたり、留学で様々な知見を得たりするこ
　とも一つの手段ではないかと考えたから。
・私は医学の道を進むという確固とした決意の下で参加
　しており、人生の進路を考え直すほどの影響を受ける
　ことはなかった。しかし人々と交流していく中で多様
　な生き方や考え方に触れて影響を受けているかもしれ
　ない。また社会についての考え方は些細な日常生活レ
　ベルで変わった部分があるように感じている。

（7）�この事業を通じて、あなたと韓国の人々との相互理
解が深まったと思いますか。

・�ソウルグループツアーや交流会での様々な話の中で互
いの考え方や意見を知ることができたから。
・韓国外国語大学校での講義において、韓国と日本の価
　値観の違いを学び、私自身の韓国理解が深まったと感
　じている。
・相互理解ということの難しさを感じた派遣であったよ
　うに思う。まず、自分のことを開示する際に自分の文
　化やアイデンティティーを把握していなければならな
　いが、それが不足していると気付くことができた。単
　なる仲の良さとは違う「理解」という領域には、この
　短い期間ではたどり着けておらず、自己理解が互いに
　できている状態になってこそ、相互理解は達成できる
　ものなのではないかと感じている。

（8）�この事業への参加を通じて、あなたと韓国の人々と
の友好が深まったと思いますか。

・２日間の日韓青少年交流会において食事やレクリエー
　ションを通じて仲を深められたため。また、その後も
　SNSを通じて交流を続けられているため。
・今まで韓国の人々と関わる経験がほとんどなかった
　が、今回たくさんの韓国の方と一緒の時間を過ごし、
　話をすることでこれからも続けていきたいと思える関
　係を築けたと感じたため。
・友好という部分に関しては非常に深まったのではない
　かと感じている。互いの母国語を使い合うことの重要
　性を改めて実感させられる機会になった。派遣期間中
　に何度も言われたことであるが、この短い期間に得
　た出会いをいかに続けていくかが肝心だと感じている
　ため、今からが友好の始まりだと思ってこのチャンス
　を十分に活用していきたい。

（9）�事業参加を通じて、社会貢献活動を始めたい、参加
したいという意欲等を持ちましたか。

・帰国後研修でIYEOの話を聞いて、事後活動に興味を 
　持った。IYEOへの参加を通じて社会貢献活動をした
　いと考えている。
・この経験を他の人に共有し、自分の大きな人生経験と
　して還元する術を身につけたいと強く思い、進路をも
　う一度考え直すほどだったため。
・もともと「社会貢献活動」に興味があった。事業の参
　加を通しては、さらに考える機会はなかったように思
　う。

大きく変わった
どちらでもない
あまり変わらなかった
全く変わらなかった

5
4
3
2
1

　      4名
　　　　　 8名
　         6名
     2名
 0名
　　　　5　　　10　　　15　　　20　　　25　　　30　名

人生の進路を考え直す
ほどの大きな影響を受けた

とても深まったと思う
深まったと思う
どちらでもない
あまり深まったとは思わない
深まったと思わない

5
4
3
2
1

　　　　　　     　   16名
　　　4名
 0名
 0名
 0名
　　　　5　　　10　　　15　　　20　　　25　　　30　名

とても深まったと思う
深まったと思う
どちらでもない
あまり深まったとは思わない
深まったと思わない

5
4
3
2
1

　　　　6名
　　　　　　　11名
　　3名
 0名
 0名
　　　　5　　　10　　　15　　　20　　　25　　　30　名

十分に意欲を持った
ある程度意欲を持った
どちらでもない
ある程度関心を持つようになった
全く持たなかった

5
4
3
2
1

　　　           11名
　　　　  7名
　  2名
 0名
 0名
　　　　5　　　10　　　15　　　20　　　25　　　30　名
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（10）－1　�この事業は、あなたの将来に役立つと思いま
すか。

・�日韓の青年とのコネクションのみならず、事後活動に
おける長期的な人脈を手に入れられたため。
・他ではできない経験ができたと思っている。チーム内
　での立ち振る舞い方、異国での生活、Googleドキュ
　メントやフォームの作り方など、派遣国活動中だけで
　なく研修も含めて多くのことを学ぶことができたた
　め。
・集団行動を通じて相手や自分と向き合いながら派遣ま
　でを進めていく事業だから。

（10）�－2　�（10）－1において、5～4を選んだ方は、どのよ
うに役立つと考えるか、以下の内容から当ては
まる項目を選んでください。（複数回答可）

2. 事前・出発前・帰国後研修について

（1）研修内容をどのように評価しますか。

 

（2）�研修の良かったところ、改善すべきところをそれぞ
れお答えください。

�〈良かったところ〉
・�係ごとの役割を決定することや、自分たちがそれぞれ
何をすべきかがよく分かった。
・�団研修の時間が多く取られていたところ。団の自主性
に任せていただき、団の中のコミュニケーションも多
く取ることができ、団結力がより深まったと考えてい
る。
・�事前に韓国について多方面から学ぶことで、自分に足
りない点を把握し、自主研修期間に補うことができた
ため。
・�事前研修でチームビルディングを行えたこと、帰国後
研修で派遣内容を忘れる前に全員で振返りができたこ
とが良かったと感じている。
・�最初のオリエンテーションから団の中で関係を深める
ための様々な工夫があって良かった。ディスカッショ
ンや文化紹介の準備など、皆が同じ場所に集まって自
分たちで考えながら進められた点も自主性を養う要因
になっていたと思う。

〈改善すべきところ〉
・時間配分の関係で緩んでしまう瞬間が何度かあり、も
　う少し有効活用したかった。
・研修施設の設備(暖房が使えなかったなど)。団員同士
　や団長、副団長との交流の時間が少なかったことで、
　結果として課題があったり嫌な気持ちを抱いたりして
　も相談しづらい関係になってしまった。
・詰め込みすぎて振り返りの時間がない点。

3．事業を終了して

（1）�今後、この事業の経験をどのようにいかしていきたいで
すか。

・�まずは家族や友人に経験をシェアし、この事業で得ら
れた韓国へのモチベーションをできるだけ維持しつ
つ、留学なども考えてみたい。
・�児童養護施設などの社会的に不利な環境で暮らし、海
外に行く経験を得づらい子供たちにこの事業の存在を
広げていきたい。
・�研修サポートスタッフ、IYEOなどの活動に積極的に
参加することはもちろん、来年始まる社会人生活に必
ずいかしていきたい。
・�国や文化が違う人に対する理解の難しさを改めて学ん
だとともに、それを理解し、協力することの重要性を
改めて感じることができた。そのため、国際交流の機
会をより増やすとともに、実現に向けて動き出した
い。

とても役立つと思う
役 立 つ と 思 う
どちらでもない
あまり役立つと思わない
役立つと思わない

5
4
3
2
1

　　　　　　　　    15名
　　　  5名
 0名
 0名
 0名
　　　　5　　　10　　　15　　　20　　　25　　　30　名

就職の際の社会活動実績
として示すことができる

自分の広い意味でのキャリア
実績として示すことができる

自分の専門分野の実績
として示すことができる

自分の人格形成に対して
良い影響を与える

自分の国際的視野が広がったこと
により、理解力の向上につながる

国際問題や異文化に
対する理解が深まった

韓国における人的
ネットワークの広がり

韓国の日本人メンバーとの
人的ネットワークの広がり

その他　

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

　　　       10名

　　　　　　  13名

　 2名　

　　　　　　       16名

　　　　　　　　   17名　

　　　　　　　 14名

　　　　　　　 14名

　　　　　 10名

   1名

　　　5　　 10　　 15　　20　 　25　 　30　 　35　名

大 変 良 か っ た
良 か っ た
どちらでもない
悪 か っ た
とても悪かった

5
4
3
2
1

　　  4名
　　　　　        13名
  1名
    2名
 0名
　　　　5　　　10　　　15　　　20　　　25　　　30　名
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・�今回参加するまで私自身が事業のことを知らなかった
ため、同世代の学生に対して、自分の経験を伝えてい
きたいと思っている。また、今回の事業に参加したこ
とで、就職ではなく進学し、この経験をいかして勉強
をさらに深めるという道も検討している。
・�私は様々な情報をインプットすることが大好きなの
で、今後も継続して韓国の文化や歴史、政治などの知
識を身につけたい。また人生の目標の一つである「交
流の輪を自分から広げること」を実現するため、私が
この事業で得た経験と人脈をいかして、他の人にも日
韓交流の機会を与えられるような活動をしたい。

（2）�その他、この事業の感想や事業に対する意見・提言が
あれば記入してください。

・�今までにない経験で、間違いなく人生で一番大変な期
間であった。準備も勉強も間に合うかどうかずっと不
安で緊張していたが、派遣期間を何とか終えられて安
心している。楽しかったで終わらせず事後活動を続け
ていくことに意味があると思っているので、このまま
楽しかったという思い出で終わらせず、IYEOにも入
会して積極的に関わっていこうと考えている。
・�参加したことでコミュニケーションについて考えさせ
られ、自分のことをよりよく知る機会になった。生ま
れ育った環境が異なる人同士の交流を通して、日本人
なのに知らなかった日本のことなど、たくさんの気付
きがあった。必ず今後の活動にいかし、今度はサポー
トする側、輪を広げていく側として貢献していきた
い。そのために自分をさらに成長させる。
・�考えることがとても多く、良い経験ができた。一方
で、韓国語の能力基準を選考基準で設けた方が良いと
感じている。いくら渉外（通訳）が付いているとはい
え、全ての日常会話まで渉外を通して行うことは不可
能であり、韓国語ができるメンバーへの負担が増えて
しまったと思う。また、理解できないことによって余
計な誤解が生まれたこともあったため、団長・副団長
を含む派遣団全員がある程度の韓国語能力を持ってい
る方が交流を行うには良いと思う。
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とても深まったと思う
深まったと思う
どちらでもない
あまり深まったと思わない
深まったと思わない

5
4
3
2
1

　               9名
　　　　　　　12名
　1名
 0名
 0名
　　　　5　　　10　　　15　　　20　　　25　　　30　名

１. 全体評価

（1）あなたは、なぜこの事業に参加したのですか。
　　（複数回答可）

（2）�事業全体をどのように総合評価しますか。

・�国際交流事業への参加は初めてであったが、韓国と日
本で様々な人に出会い、刺激を受ける経験になった。
・日本という外国で２週間を過ごす中で、日韓両国の文
　化を理解し、国際的な知見が広がる経験であった。
・参加していなかったら気付くことができなかったはず
　のことをたくさん知ることができた。

（3）�この事業に参加するにあたって、あなたの考えた具体的な
目標は何でしたか。また、それは達成できましたか。

・日本に住む人たちの考えをより深く理解すること。
・異文化体験を通じて世界をより広く見ること。
・自分の消極的な態度を改め、自信を付けること。

（4）�あなたは、この事業からどのような成果を得ましたか。
　　（複数回答可）

（5）�この事業から、（4）で示したものの他に、具体的に得
られたことがあれば記述してください。

・伝統文化を引き継ぐことの重要性。
・対日認識が改善し、日本語や日本文化への興味を持つ
　ようになった。
・外国で８泊９日という期間を大人数で過ごす中で、人
　間関係の維持やその発展の方法などを学ぶことができ
　た。
・外国語はコミュニケーションツールというよりも勉強
　しなければならない宿題として感じており、私にとっ
　ての外国語は英語であった。しかし、今回のプログラ
　ムを通じて日本をより知りたいと思うようになり、日
　本にいる共通の関心を持つ友人と意志疎通するための
　手段としての日本語にも興味を持つようになった。

（6）�この事業を通じて、あなたと日本の人々との相互理
解が深まったと思いますか。

　　

・拙い日本語でもコミュニケーションするために頑張って  
　いる姿を見て優しく接し、楽しく対話してくれた日本の皆
　さんに出会い、日本に対する認識が変わった。　教科書
　や歴史から日本を理解するのではなく、日本に住む個人
　に注目して日本を理解する良い機会であった。

アンケート対象者：団長、副団長等を除く参加青年22名

日本の人々に
韓国を伝えるため

日本の社会事情、文化
等に関心があるため

韓国での人脈を拡大したり、
友人をつくったりするため

日本の人たちと人脈を築いたり、
友人となったりするため

国際交流事業に興味を
抱いたため

既参加青年に薦め
られたため

職場、学校、青少年団
体等に薦められたため

自己啓発のため

仕事上のキャリアを積む
若しくは地位を築くため

その他　

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

　      4名

　　　　　        12名

　　    5名

　　　　　      11名

　　　　　　　　　 15名

     2名

　  2名

　　　　　　      13名

　　       7名

 0名
　　　　5　　　10　　　15　　　20　　　25　　　30　名

大 変 良 か っ た
良 か っ た
どちらでもない
悪 か っ た
とても悪かった

5
4
3
2
1

　　　　            13名
　             8名
   1名
 0名
 0名
　　　　5　　　10　　　15　　　20　　　25　　　30　名

日本の社会事情や日本の文化に
ついて理解を深めることができた

韓国と韓国の文化について
理解を深めることができた

韓国に誇りを
感じるようになった

地球規模の問題について
興味を抱くようになった

人脈を拡大したり、多くの友人
を得たりすることができた

物事に対する考え方が
変わったように感じる

人生の進路を考え直すほ
どに大きな影響を受けた

上記のいずれでもない
が、非常に有益であった

このプログラムから
得るものはなかった

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

　　　　　　　　　　　 18名

　  　　5名

　　 3名

　　               11名

　　　　　　　　　  16名

　　　　　     　12名

　           7名

 0名

 0名

　　　　5　　　10　　　15　　　20　　　25　　　30　名

達 成 で き た
どちらでもない
あまり達成できなかった
まったく成果を得られなかった

5
4
3
2
1

　　                    14名
　　　　　 8名
 0名
 0名
 0名
　　　　5　　　10　　　15　　　20　　　25　　　30　名

目標を超えて大きな
成果を得ることができた

※記述式回答は一部抜粋
IV　韓国青年日本招へい
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・政治や社会的な状況により様々な側面から漠然と日韓
　は正反対の立場を取っているだろうと考えていたが、
　実際に日本の青年や関係者と話してみると、多様な考
　えを持った人がいることを知り、自分の見方を改める
　きっかけになった。
・あまりにも短い交流プログラムが複数回あったため、
　１か所に集中することが難しく、相互理解が深まった
　かはよく分からない。

（7）�この事業を通じて、あなたと日本の人々との友好が
深まったと思いますか。

・�将来に関する話をできるほどの関係になった。
・日本青年だけではなく、ホストファミリーとも一緒に
　写真をたくさん撮り、SNSのアカウントを交換し、韓
　国に帰ってきてからもずっと連絡を取り合っている。
・日本の方々と様々な会話ができるチャンスがあり、と
　ても有意義であったとともに、中を深めるきっかけに
　なった。

（8）�この事業は、あなたの将来に役立つと思いますか。

・�他国の文化を学ぶことに限らず、自分自身が逞しく
なった。また、様々な分野を専攻する人に出会い、視
野を広げることができた。
・将来どのような仕事に就くべきか悩んでいたが、一つ
　の方向性を示してくれた経験であった。
・国際交流に関心を持つようになったとともに、外交の
　役割の重要性を知った。

２. 日本での活動について

（1）プログラムの内容についての全体評価

・�有名な都市だけでなく地方の小さな都市も訪問するこ
とができ、日本の伝統文化を体験する新しい経験がで
きた。
・�このようなプログラムに参加したのは今回が初めてで
あるため、良かったかどうかは判断できないが、初心
者である私が退屈に感じることなく、楽しかった記憶
だけが残っているということは、きっと良いプログラ
ムに違いないと思う。
・�昨年より短くなった時間で日本の多様な文化を経験で
きるプログラムで、特に阿波おどりのような県の伝統
芸能を鑑賞できたことは有意義であった。様々な青年
との交流があったことも良かった。

（2）�日程について

      

・移動の時間は長かったのは残念だったが、その価値は
　あった。よりたくさんの活動ができれば良かった。
・日程自体はよく構成されていたと思うが、もっと深く
　交流したい、もっと詳しく話を聞きたいと思った頃に
　移動しなければならないと感じることが多かった。
・朝早くに始まって夜遅くに終わる日が多く、休む時間
　が取れなかったためきつく、より余裕を持って日程を
　組んだ方が良いと思った。

（3）��東京プログラム　11月２日～３日　日韓青年親善交流の
つどいについて

・友人を作るという目標を達成することができた。
・ディスカッションの時間がとても有意義であった。韓
　国と同じような社会問題について、日本青年がどのよ
　うな考えを持ち、日本でどのような解決策が取られて
　いるかが分かり、韓国に適用できるものもあると思っ
　た。
・日本青年の様々な思考スタイル、価値観等に接し、韓
　国青年との違いを知ることができたとともに、大学生
　活、就職、AI等に対して社会的にどのように異なるか
　を知った。
・日本青年と仲良くなることができたが、時間が短かっ
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　伝統文化を学ぶことができて良かった。
・初めて名前を聞き、訪問する地域であった。それでも
　日本を代表する色である「藍色」の歴史やそこから派
　生する文化を学ぶことができる良い機会であった。
・韓国青年代表団を心から歓迎してくれていることが感
　じられ、プログラムを最も楽しんだ時間であった。

（7）�徳島県プログラム 11月８日～９日 ホームステイ

・親切で思いやりのある家族に会い、本当の日本の生活
　様式を学ぶことができた。
・事業で一番印象深い活動であった。人生で初めて日本
　の家庭文化を体験できた。短い時間であったが、ホー
　ムステイファミリーのおもてなしから「本心」を感じ
　ることのできる温かい時間であった。
・とても可愛い二人のお子さんと共に、私たちをもう一
　人の友人として迎えてくださったホストファミリーに
　感謝の気持ちを伝えたい。
・全体的に良かったが、ホームステイの時間がもう少し
　長かったら良かった。家が遠く、移動にほとんどの時
　間を使ってしまい、できることが限られてしった。

（8）�派遣国活動中、もっとも印象に残ったのは、どのよ
うなことですか。

・つどいで青年の消費習慣について日本青年とディス
　カッションしたとき、日韓で考え方に大きな違いがあ
　り、とても印象深かった。
・徳島県庁でのプログラムが全て興味深く、特に知事の
　積極的な姿勢のお陰で一番良い記憶として残ってい
　る。
・徳島において歓迎会での阿波おどり公演、ホームステ
　イ、阿波おどり会館訪問等、全ての日程において満足
　している。特に阿波おどり公演は圧倒的で、日本の伝
　統文化を直接感じて楽しむことができ、とても良かっ
　た。ホームステイでもホストファミリーの心遣いのお
　陰で良い思い出をたくさん残すことができた。
・日本青年や日本側スタッフの韓国に対する関心、そし
　て日本のことを一生懸命発信しようとする姿が印象的
　であった。私も祖国を愛しているが、今回日本で出
　会った皆さんのように広く紹介しようと努力してこな
　かったため、今後は韓国を愛するだけではなく、世界
　に向けて紹介する姿勢を兼ね揃えたいと思う。

　たことが残念であった。

（4）広島県プログラム  11月４日～５日  施設見学・学校訪   
　　問等

・�原爆関連に限らず多様な広島の姿を紹介してもらい、
とても満足している。特に宮島学園訪問を通じて日本
の幼少期を間接的に経験し、将来子供を持つことに
なったら、どの国の教育がより良い成長を促すか考え
るきっかけになりました。
・広島平和記念資料館及び原爆ドームの訪問を最も楽し
　みにしていたが、自由見学であり、一般の来館者がと
　ても多く、説明をちゃんと見ることもできなかったた
　め、残念であった。しかし、地元の大学生とディス
　カッションや、宮島学園での中学生との交流はとても
　良い経験であった。
・学校訪問は良かったが、時間が短かった。

（5）�広島県プログラム 11月６日 ディスカッション
　　　　　　　　

・�日本の大学生の考えを深く知る良い機会であった。
・�広島県の活性化について考察する中で、韓国の地方の
活性化についても考えることができる有意義な時間で
あった。
・�韓国の代表団が広島で実際に見て感じたものを地元青
年と共有したことで、より深く学ぶことができまし
た。

（6）�徳島県プログラム 11月７日～８日　文化体験・学校
訪問等

 

・�藍染と人形浄瑠璃鑑賞が印象に残っている。
・四国大学での交流プログラム内容が新鮮で、徳島県の
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３. 事業を終了して

（1）�この事業に参加して日本に対する印象は変わりまし
たか。

・元々好きだったが、より好きになった。
・日本の秩序意識、食文化、礼儀正しさ、他人に配慮す
　る姿を見てとても驚いた。また、伝統文化を維持する
　取組を韓国も見習うべきであると思った。
・特に広島への印象が大きく変わった。広島と言えば原
　爆を思い浮かべていたが、広島でのプログラム内容が
　あまりにも良かったため、原爆だけを思い浮かべるこ
　とがなくなった。
・事業中に出会った日本青年や関係者の皆さんがとて
　も親切に韓国青年代表団を迎え入れてくれた。
・日本の多くの部分を知っていたと思っていたが、一部
　に過ぎなかったことを実感しました。特に、これほど
　多彩な文化と色を持っている国であることを思い知
　り、今後は日本のより多くの地域を訪問し、より広い
　視野を持ちたいと思った。
・日本製品不買運動が起きたとき、その運動に熱心に参
　加したほど日本に対する印象が良くなかったが、今回
　の参加を通じて日本に対する印象が一部友好的に変
　わった。

（2）�今後、この事業の経験をどのようにいかしていきた
いですか。

・�青少年指導者に関連した能力を高めるために活用して
いきたい。
・�日本での全て経験を他の人に発信していきたい。ま
た、今回の経験を通じてより国際的に広がった視野を
持ち、たくさんのことに挑戦してみたい。
・�個人間の差異を理解し、包容力を育むことができ、
リーダーとしても成長できた。世界市民として成長す
る上で大きな土台になったと思う。
・�日本文化についてさらに勉強し、より頻繁に訪問して
絆を維持していきたい。
・�自分の将来に活かしていきたいとともに、韓国の社会
問題を解決するに当たっても活用できると思う。日本
の現在の生活様式に対する理解を深めることができた
ため、今後日本で事業を展開することがあれば活用
し、また韓国の地方発展において広島や徳島で議論し
た内容をいかせると思う

・�今回の経験を通じて大学卒業後の進路を考える上で新
たな選択肢ができた。進路やこれから歩む道を選ぶに
当たって役立つと思う。
・�この事業で出会った日韓の青年とこれからも交流を続
けたいと思うとともに、今後日本人に出会ったり、日
本に行ったりするときには今回の経験をもとに、自信
を持って臨める気がする。

（3）その他、この事業に関して特に意見・提言があれば
　  記入してください。
・�本当に幸せな時間であったが、８泊９日は短すぎると
思う。
・�９日という日程の中であまりにも長距離を移動しなけ
ればならず、その土地に適応した頃にまた移動する感
じであった。９日間の行程であるならば、東京、広
島、徳島の３か所ではなく、２か所に絞り、各都市に
より長く滞在した方が良かったかも知れない。
・�日本と言えば寿司、ラーメン、丼物等を食べることを
楽しみにしていたが、スケジュールの都合でお弁当が
多かったことが残念であった。
・�日本青年と一緒に過ごす時間がより長かったら良かっ
た。昨年度は日本青年と都内体験プログラムがあった
と聞き、楽しみにしていたため、残念であった。
・決められた日程ももちろん重要であるが、自由時間を
　通じて感じる日本文化もあると思うため、もう少し余
　裕を持ってスケジュールを設定し、日本を楽しめる自
　由時間があったら良かった。

非常に良くなった
良 く な っ た
変 わ ら な い
悪 く な っ た
とても悪くなった
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V　総括評価

　最後に、アンケートの総合評価を含めて、今回の総
括評価をまとめる。

〈日本青年〉
　「事業全体をどのように総合評価しますか[1-(2)]」
との問いに対して、日本青年は全員が５段階評価の４
（良かった）以上を付け、そのうち65％が５（大変良
かった）であり、極めて高い評価であった。

〈韓国青年〉
　「この事業をどのように総合評価しますか[1-(2)]」と
いう問いに対して、韓国青年は95%が５段階評価の４
（良かった）以上を付け、そのうち59％が５（大変良
かった）であり、極めて高い評価であった。

　日本青年からは「事前研修から出発前研修の準備期
間において、今までに出会ったことのないような同世
代の意欲ある日本青年たちに出会い、一緒に活動でき
たことはとても大きな成果である。韓国国内では、日
本に関心のある韓国青年と交流し、外から見た日本を
新たに知ることができた」「旅行では訪問できない機
関を訪れ、実際に話を聞くことができただけでなく、

活動中には日本の地方を紹介することもできた」等の
感想があり、韓国への理解を深めるだけではなく、自
身の人脈を広げる機会になったということ、また日本
を紹介し、日本に対する新しい発見を得る機会になっ
たという評価も見られた。
　韓国青年からは「日本の様々な地域を訪問し、たく
さんの人に出会い、当初の参加目的であった日本文化
への理解を十分に高めることができた」「背景は様々
に異なっていても情熱を持っている同世代の青年と交
流する機会を得られた」等の感想があり、日本への理
解を深めることができるプログラム内容と多様な人と
の交流の機会を評価していることが分かる。
　以上の結果から、両国の参加青年が事業全体を極め
て高く評価していることが分かる。また、「両国青年
相互の理解と友好の促進を図る」という本事業の目的
に対して、本年度も十分な成果を収めたものと評価す
ることができる。

　両国の参加青年は、今後それぞれの道を歩み始める
が、本事業を通じて得た学びや経験、人脈をいかしな
がら、それぞれの道で活躍することが期待される。


